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STEP

01
設定の流れ

管理者情報の登録

メンバー招待
快測 AR 利用権限

個人情報の登録

KSデータバンク
インストール

快測 AR
インストール

快測 AR を使用するには、クラウドサービス管理画面での設定が必要です。

快測 AR を使用できるように設定する

01

02

03

04

05

［ 管理者が行う操作です ］
管理者情報を登録し、クラウドサービスを利用できる状態に
します。

［ 管理者が行う操作です ］
　クラウドサービスを利用するメンバーをメールで招待します。
　招待メール送信時に、快測 AR の利用権限を設定します。

［ メンバーが行う操作です ］
招待メールからクラウドサービス管理画面を起動し、個人情
報を登録します。

［ 快測 AR を使用する方が行う操作です ］
　必要に応じて、KS データバンクをインストールします。

SiTECH 3D、SiTE-NEXUS、SiTE-STRUCTURE に て 作 成 し た 3D
モデルを快測 AR 用として出力し、KS データバンク経由で快
測 AR にてダウンロードする方は、KS データバンクをインス
トールしてください。　

［ 快測 AR をまだインストールしていない方が行う操作です ］
クラウドサービス管理画面にも、Google Play ストアと App 
Store の二次元コードがございます。

このマニュアルでは、基本的な操作の流れを説明しています。

クラウドサービス管理画面の詳しい操作については、

「クラウドサービス管理画面  基本操作マニュアル」または ｢ヘルプ｣ を

ご覧ください。

P２

P４

P５

P６

P７

クラウドサービス管理画面快測 AR を操作する前に

詳しい操作方法についてのご案内
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クラウドサービス ID は、ご注文時に送信
させていただいたメールをご確認ください。

２

３

管理者情報の登録が完了しました。
※登録されたメールアドレスにメールが送信されます。

メールの URL からクラウドサービス管理画面を立ち上げます。

クラウドサービス管理画面 快測 AR を操作する前に

01 管理者情報を登録します。

１ 以下のアドレスにアクセスし、クラウドサービス ID・メールアドレスを登録します。

https://my.ks-cloud.net/firstログイン用アドレス

2

差出人：建設システムクラウドサービス
　　　　（ks-cloud@kentem.co.jp）

件 名 ：「クラウドサービス」登録完了の
お知らせ

4

3

1 入力
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４ 引き続き、名前・パスワードを登録します。

５ 利用規約に同意し 、登録を完了します。※ログイン方法については、P8「ログインする」をご覧ください。

7

6 確認

8

9

5 入力

クラウドサービス管理画面快測 AR を操作する前に
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4

入力3

02 クラウドサービスを利用するメンバーをメールで招待します。

１ ［メンバー管理］→［メンバー招待］をクリックします。

2
1

設定5

6

7

２ 招待するメンバーのメールアドレスを入力します。

※個人のメールアドレスをお持ちでない場合は、フリーのメールアドレスをご登録していただく必要がございます。

※登録した各メールアドレスに、招待メールが配信されます。配信されたメールには、有効期限があります。

３ メンバーの権限等を設定し、快測 AR の［利用］にチェックを付けます。

クラウドサービス管理画面 快測 AR を操作する前に
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[ メンバー管理 ] より、メンバーの権限を変更することができます。

あとでメンバーの権限を変更する場合

２ 名前とパスワードを入力します。

３ 利用規約に同意し 、登録を完了します。

4

1

03 招待メールから、個人情報を登録します。

１ 招待者にはメールが届きます。メールの URL をクリックし、クラウドサービス管理画面を起動します。

2 入力

3 確認

5

クラウドサービス管理画面快測 AR を操作する前に
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2

6

１ ［App 一覧］→［インストーラ］をクリックします。

※インストールの手順に関しては、［マニュアル］をクリックし、ダウンロードしてください。

04 KS データバンクをインストールします。

ヘルプ機能をお使いください。

KS データバンクの画面上の［ヘルプ］タブ

→［ヘルプ］でヘルプが起動します。

KS データバンクの操作について

1

クラウドサービス管理画面 快測 AR を操作する前に
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まだインストールしていない場合は、下記二次元コードをタブ
レット端末で読み取り、インストールしてください。

端末にて、クラウドサービス管理画面の［契約情報］から Google Play ストアまたは AppStore を
直接表示することも可能です。

Google Play ストア App Store

1

快測 AR のインストール

3

１ まだインストールしていない場合は、使用するタブレット端末にて下記二次元コードを読み取り、
Google Play ストアまたは App Store よりインストールしてください。

05 快測 AR をインストールします。

クラウドサービス管理画面快測 AR を操作する前に

2

クラウドサービス管理画面から
Google Play ストアまたは AppStore を表示したい場合
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まだインストールしていない場合は、下記二次元コードをタブ
レット端末で読み取り、インストールしてください。

快測ＡＲ

Google Play ストア App Store

快測 AR のインストール

STEP

１

２

タブレット端末にて、快測 AR を起動します。

利用規約をご確認の上、［同意する］をタップします。
※快測 AR 初回起動時やアプリケーションアップデート後の初回起動時などに表示されます。

02 快測 AR にログインするには、クラウドサービス管理画面で設定したメールア
ドレスとパスワードが必要です。

快測 AR にログインする

01 快測 AR にログインします。

確認2

ログイン 快測 AR を操作する前に

1

3
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【P5】で設定した
メールアドレスと
パスワードを入力

4

３ メールアドレスとパスワードを入力し、［ログイン］をタップしてください。

ログイン快測 AR を操作する前に

5
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STEP

03 SiTECH 3D、SiTE-NEXUS、SiTE-STRUCTURE で作成した 3D モデルを KS データ
バンク出力し、快測 AR にてダウンロードする場合は、事前にアップロード先
となるクラウド工事を作成します。

クラウド工事を作成する

01 アップロード先となるクラウド工事を、クラウド上に作成します。

１

２

３

KS データバンクを起動し、ログインします。（インターネット回線への接続が必要です。）

［工事の管理］をクリックします。

クラウドサービス管理画面が起動します。
［工事］→ [ 新規工事作成 ] をクリックします。

ダ

ブルクリッ

ク

カチッ！

カチッ！

1 3
入力2

4

クラウドサービス管理画面 / KS データバンク 快測 AR を操作する前に

5

6
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8

クラウドサービス管理画面 / KS データバンク快測 AR を操作する前に

４

５

工事情報を入力します。

必要に応じて、メンバーを割当てます。

7 入力

メンバーを
絞込むことが

できます

9

10
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1

02 休日設定を行います。

１ ［次へ］をクリックします。

２

３

４

休日の曜日・祝日を設定します。

休日の詳細を設定したら、［登録する］をクリックします。

クラウドサービス管理画面上に、工事データが新規登録されました。

設定2

3

休日設定を
スキップ

できます。

4

5

クラウドサービス管理画面 / KS データバンク 快測 AR を操作する前に
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STEP

04 快測 AR では、SiTECH 3D や SiTE-NEXUS や SiTE-STRUCTURE で出力した 3D モ
デルをダウンロードし、現実空間に 3D モデルを投影することができます。快
測 AR で使用するデータは、各ソフトの［快測 AR 出力］から専用ファイル（KSAR
形式）を出力します。

快測 AR に使用するデータを出力する

ここでは、SiTE-NEXUS での［快測 AR 出力］の手順をご説明します。
SiTECH 3D や SiTE-STRUCTURE でも、同様の手順で出力することができます。

01 出力する 3D モデルを表示します。

１ モデルツリーにて、出力する 3D モデルにチェックを付け、3D ビューに表示します。
※ 3D ビューに表示されている 3D モデルのみ、出力対象となります。

1

3D モデルの出力SiTE-NEXUS の操作
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3D モデルの出力 SiTE-NEXUS の操作

２ ［ファイル］→［快測 AR 出力］→［KS データバンク出力］をクリックします。

02 KS データバンクにログインし、アップロードします。

１

２

登録済みのメールアドレスとパスワードを入力します。

出力先のクラウド工事を選択します。

1 入力

2

4

ローカルファイ
ルとしても出力

可能です。

4

2

3

選択3
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３ ファイル名を入力し、アップロードしてください。

5 入力
6

3D モデルの出力SiTE-NEXUS の操作
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STEP

05 KS データバンクに出力（アップロード）した専用ファイル（KSAR 形式）をダ
ウンロードします。

データをダウンロードする

01 快測 AR を起動し、取り込み元を選択します。

１ 画面左上の　　 をタップし、表示されるメニューから［ダウンロード］をタップします。

２ ［KS データバンク］をタップします。

2

1

3 ローカル
出力したファイル

の取り込みも
可能です。

快測 AR の操作データのダウンロード
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02 クラウド工事を選択し、取り込むデータを選択します。

１

２

データをアップロードしたクラウド工事を選択します。

取り込むデータを選択します。

1

2

3

4

データのダウンロード快測 AR の操作
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03 取り込んだデータを確認します。

１

２

確認メッセージが表示されます。［OK］をタップします。

3D データが表示されたことを確認してください。

確認

1

2

快測 AR の操作データのダウンロード
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画面右上の　　をタップして表示されるレイヤ設定画面にて、データの分類切り替えやモデルの

表示 / 非表示切り替えなどが可能です。

3D ビューの操作について

モデルの表示 / 非表示切り替えについて（レイヤ設定）

拡大 / 縮小 ピンチインすると、3D ビューを縮小して表示します。
ピンチアウトすると、3D ビューを拡大して表示します。

回転 一本指でスワイプすると、自由に 3D ビューを回転することがで
きます。

平行移動 二本指でスワイプすると、前後左右に平行移動（パン移動）する
ことができます。

モデル全景 四本指でタップすると、3D ビューをモデル全景に戻します。

データの分類切替

表示状態のプレビュー

画面右のスライダーにて、モデルの透過度を変更
することが可能です。

モデルの透過度を変更したい場合

1

ツリー操作

表示 / 非表示切替

データのダウンロード快測 AR の操作
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STEP

06 快測 AR にてダウンロードしたデータは、現場データとして端末内に保存され
ます。現場を切り替えることで、いつでも確認したいデータに切り替えること
ができます。

現場を切り替える

01 他の現場データに切り替えます。

１

２

画面左上の　　 をタップし、表示されるメニューから［現場管理］をタップします。

切り替えたい現場データをタップします。

1
2

3

4

快測 AR の操作現場の切り替え
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３ 現場データが切り替わったことを確認してください。

確認5

現場の切り替え快測 AR の操作
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STEP

07 快測 AR では、現場に実寸で投影する以外にも、事務所内などで机上に小さな
3D モデルを投影し、関係者間で共有することも可能です。

机上に 3D モデルを投影する

ここでは、事務所内の机に 3D モデルを投影する方法をご説明します。

01 机上 AR モードを起動し、配置位置を設定します。

１

２

快測 AR の 3D ビューにて、画面右下の　　 をタップします。

確認メッセージが表示されます。［OK］をタップします。

1

2

快測 AR の操作机上での 3D モデル投影
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３ 画面を確認しながら、机上の配置する中心位置を調整します。

中心位置

確認

調整

5

3 4

6

机上での 3D モデル投影快測 AR の操作
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02 机上に AR で配置した 3D モデルを調整し、確認します。

１ 机上に 3D モデルが投影されます。確認したいアングルにタブレットを移動し、確認します。

3D モデルの透過度やレイヤ表示 / 非表示の設定につ
いては、P19 をご確認ください。

透過度の設定やレイヤの表示 / 非表示について

3D ビューの操作について

拡大 / 縮小

ピンチインすると、3D ビューを縮
小して表示します。
ピンチアウトすると、3D ビューを
拡大して表示します。
拡大 / 縮小率は、画面右上に表示さ
れます。

回転

二本指でスワイプすると、自由に 3D
ビューを回転することができます。

確認1

快測 AR の操作机上での 3D モデル投影
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STEP

08 KENTEM マーカーと TS 方向を使用して位置を合わせ、実際の現場に原寸大 3D
モデルを AR で投影します。

現場で原寸大 3Dモデルを投影する①
（KENTEM マーカー / TS 方向）

ここでは、KENTEM マーカーと TS 方向を使用して位置合わせを行う方法をご説明します。

01 AR モードを起動し、TS の器械点座標を登録します。

１

２

快測 AR の 3D ビューにて、画面左下の　　 をタップします。

画面下の　　 をタップします。

2

1

現場での 3D モデル投影①（KENTEM マーカー / TS 方向）快測 AR の操作
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快測 AR の操作現場での 3D モデル投影①（KENTEM マーカー / TS 方向）

３

5

4

［器械点情報］をタップし、QR コードを表示します。

快測ナビにて、［観測］→［快測 AR］をタップします。

ここでは、快測ナビに表示される QR コードから器械点情報を読み込みます。
手入力でも器械点情報の入力が可能です。

3

5

4

6
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６

７

快測 AR にて、快測ナビに表示された QR コードを読み込みます。

器械点が登録されたことを確認します。

9

読込

確認

7

8

02 KENTEM マーカーを設置し、快測ナビで観測します。

１ 任意の場所に KENTEM マーカーを設置し、マーカーの中心にプリズムを設置します。

KENTEM マーカー

プリズム設置 1

現場での 3D モデル投影①（KENTEM マーカー / TS 方向）快測 AR の操作
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03 快測 AR で QR コードを読み込み、KENTEM マーカーを自動認識させます。

１

２

快測 AR にて、画面右の　　 をタップします。

快測ナビにて、［測距］をタップして QR コードを表示します。
QR コード表示後は、プリズムを撤去します。

3
2

２ 快測ナビに表示された QR コードを読み込みます。

読込2

1

快測 AR の操作現場での 3D モデル投影①（KENTEM マーカー / TS 方向）
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３

４

KENTEM マーカーにカメラを向け、自動認識させます。マーカーを認識すると、赤枠が表示されます。

KENTEM マーカーの中心に　　 があることを確認します。

認識 3

確認 5 6

4
赤枠

現場での 3D モデル投影①（KENTEM マーカー / TS 方向）快測 AR の操作
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04 2 点目の指示方法を選択し、AR を表示します。

１

２

ここでは、［TS 方向］をタップします。

カメラを TS の方向に合わせます。

1

3

2T S

快測 AR の操作現場での 3D モデル投影①（KENTEM マーカー / TS 方向）
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３

４

TS 方向に正しく指示できたことを確認します。

位置合わせをもとに、実際の現場に原寸大 3D モデルが AR で投影されました。

5

確認4

地中や壁中の 3D モデルなどを確認したい場合は、ホールモードまたはスコープモードを使用します。
ホールモードおよびスコープモードでは、画面上にホールまたはスコープが表示され、地中や壁
中の 3D モデルなどを、覗くようなイメージで確認することができます。
ホールモードおよびスコープモードの詳細は、「地中や壁中の 3D モデルを確認する（P42）」をご
確認ください。

地中や壁中の 3D モデルについて

現場での 3D モデル投影①（KENTEM マーカー / TS 方向）快測 AR の操作
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現場での位置合わせを行う方法は、複数あります。
KENTEM マーカーを使用することで、より正確に高精度な位置 ･ 高さ合わせが可能です。
本書では、「① KENTEM マーカー / TS 方向（P25）」と「④簡易 2 点合わせ（P33）」をご説明します。

現場での位置合わせ方法について

② KENTEM マーカー / 参照点

1.	 1 点目として、任意の場所に KENTEM マーカーを置き、快測ナビでマーカーの中心座標を観測
2.	 快測ナビに表示された QR コードを、快測 AR で読み込み
3.	 快測 AR で、KENTEM マーカーの中心を自動認識
4.	 2 点目として、参照点の方向に向けて合わせる

③ KENTEM マーカー / KENTEM マーカー

1.	 1 点目として、任意の場所に KENTEM マーカーを置き、快測ナビでマーカーの中心座標を観測
2.	 快測ナビに表示された QR コードを、快測 AR で読み込み
3.	 快測 AR で、KENTEM マーカーの中心を自動認識
4.	 2 点目も KENTEM マーカーの位置を数メートルずらして設置し、上記と同じ手順を行う

① KENTEM マーカー / TS 方向

1.	 1 点目として、任意の場所に KENTEM マーカーを置き、快測ナビでマーカーの中心座標を観測
2.	 快測ナビに表示された QR コードを、快測 AR で読み込み
3.	 快測 AR で、KENTEM マーカーの中心を自動認識
4.	 2 点目として、TS の器械点の方向に向けて合わせる

P25

④簡易 2 点合わせ（現場の座標値がわかる杭などの 2 点）

1.	 1 点目と 2 点目の座標値を、快測 AR に設定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　  （快測ナビの座標値を QR コードで表示して読み込むことも可能）
2.	 1 点目の座標位置に、AR の中心を合わせて確定
3.	 2 点目も同様に、AR の中心を合わせるか、方向を合わせて確定

P33

KENTEM マーカー

快測 AR の操作現場での 3D モデル投影①（KENTEM マーカー / TS 方向）
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STEP

09 座標値がわかる杭などの 2 点を使用して位置を合わせ、実際の現場に原寸大 3D
モデルを AR で投影します。

現場で原寸大 3Dモデルを投影する②
（簡易 2 点合わせ）

ここでは、座標値のわかる 2 点を使用して位置合わせを行う方法をご説明します。

01 簡易 2 点合わせに使用する基準点を設定します。

１

２

快測 AR の 3D ビューにて、画面右下の　　 をタップします。

基準点の　　 をタップし、［追加］をタップします。

1

32

現場での 3D モデル投影②（簡易 2 点合わせ）快測 AR の操作
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快測 AR の操作現場での 3D モデル投影②（簡易 2 点合わせ）

３ ここでは、快測ナビに登録済みの座標を読み込みます。
快測ナビでの座標の登録については、「快測ナビ 基本操作マニュアル」をご確認ください。

4

手入力も
可能です。

4

５

快測ナビにて、［データ管理］→［座標データ管理］をタップします。

基準点として登録する座標をタップし、［QR］→［QR 表示］をタップします。

6

5

7 9

8
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６ 快測 AR にて、快測ナビに表示された QR コードを読み込みます。

読込

７

８

読み込まれた座標情報を確認します。

追加した座標をタップし、［OK］をタップします。

確認

10

12

13

14

11

現場での 3D モデル投影②（簡易 2 点合わせ）快測 AR の操作
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02 簡易 2 点合わせに使用する参照点を設定します。

１ 参照点の　　 をタップし、［追加］をタップします。

2
1

２ ［QR から読み込み］をタップします。

3

手入力も
可能です。

快測 AR の操作現場での 3D モデル投影②（簡易 2 点合わせ）
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３ 快測ナビにて、参照点として登録する座標をタップし、［QR］→［QR 表示］をタップします。

4

5

7

４ 快測 AR にて、快測ナビに表示された QR コードを読み込みます。

読込8

6

現場での 3D モデル投影②（簡易 2 点合わせ）快測 AR の操作
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５

６

読み込まれた座標情報を確認します。

追加した座標をタップし、［OK］をタップします。

10

11

12

13

03 実際の現場にて基準点・参照点を合わせ、AR を表示します。

確認9

１ 画面左下の　　 をタップします。

1

快測 AR の操作現場での 3D モデル投影②（簡易 2 点合わせ）
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２

３

画面右下の　　 をタップします。

画面上に表示される黒丸を 1 点目の基準点に合わせます。

2

基準点 3 4

現場での 3D モデル投影②（簡易 2 点合わせ）快測 AR の操作
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４

５

続けて、カメラを 2 点目の参照点の方向に合わせます。

仮表示された AR を確認します。

参照点

6

5

8
確認7

快測 AR の操作現場での 3D モデル投影②（簡易 2 点合わせ）
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６ 位置合わせをもとに、実際の現場に原寸大 3D モデルが AR で投影されました。

現場での 3D モデル投影②（簡易 2 点合わせ）快測 AR の操作

地中や壁中の 3D モデルなどを確認したい場合は、ホールモードまたはスコープモードを使用します。
ホールモードおよびスコープモードでは、画面上にホールまたはスコープが表示され、地中や壁
中の 3D モデルなどを、覗くようなイメージで確認することができます。
ホールモードおよびスコープモードの詳細は、「地中や壁中の 3D モデルを確認する（P42）」をご
確認ください。

地中や壁中の 3D モデルについて
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STEP

06 地中や壁中の 3D モデルを、ホールモードまたはスコープモードで確認します。
基準面や画面中央に表示されるホールまたはスコープを覗くようなイメージで
確認することができます。

地中や壁中の 3D モデルを確認する

01 ホールモードで 3D モデルを確認します。

１ 投影された快測 AR の表示画面にて、　　　をタップします。

1

快測 AR の操作地中・壁中の 3D モデル確認

ホールモード・スコープモードについて

ホールモード
基準面にホールが表示され、穴を覗くようなイメージで、地中や壁中に
投影された 3D モデルを確認することができます。

スコープモード
画面中央にスコープが表示され、スコープ越しに覗くようなイメージで、
地中や壁中に投影された 3D モデルを確認することができます。

3D モデルの投影手順については、「現場で原寸大 3D モデルを投影する①（P25）」「現場で原寸大 3D モデル
を投影する②（P33）」をご確認ください。
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ピンチイン・
ピンチアウトで

ホールの大きさを
変更できます。

地中・壁中の 3D モデル確認快測 AR の操作

２ 基準面にホールが表示され、3D モデルの地中や壁中で隠れる部分がリアリティのある表現で投影され
ました。

確認2

02 スコープモードで 3D モデルを確認します。

１ ［スコープモード］をタップし、スコープモードに切り替えます。

1
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ピンチイン・
ピンチアウトで

スコープの大きさを
変更できます。

快測 AR の操作地中・壁中の 3D モデル確認

２ 画面中央にスコープが表示され、3D モデルの地中や壁中で隠れる部分がリアリティのある表現で投影
されました。

確認2

ホールモード・スコープモード時の画面表示について

4

3

2
1

5

6

5 ホール・スコープの固定 / 解除
ホール・スコープのサイズを固定します。
また、ホールモードを選択している場合、カメラの動きに関係なく、指定した位置にホールを
固定します。

6 基準面の変更
地中から壁中など、基準面を別の面に変更します。
詳細は、「基準面を変更したい場合（P45）」をご確認ください。

1 モードの切り替え
ホールモードとスコープ
モードを切り替えます。

2 終了
ホールモード・スコープ
モードを終了し、通常の
AR 表示画面を表示します。

3 基準面の高さオフセット
基準面の高さをオフセット
値を変更します。

4 ホール・スコープのリセット
ホール・スコープのサイズや基準面のオフセット値をリセットして初期化します。
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基準面を地中から壁中に変更したいなどの場合は、以下の手順で変更することができます。

基準面を変更したい場合

地中・壁中の 3D モデル確認快測 AR の操作

１

２

３

ホールモードまたはスコープモードで、画面右下の　　 をタップします。

画面右の　　 をタップし、基準面をタップします。

基準面が変更されました。

1

32

4
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機能・操作に関するサポートコンテンツを多数ご用意しております。
よくあるご質問（FAQ）、PDFマニュアルなどをご確認いただけます。
業務効率化や不明点の確認・学習にお役立てください。

ソフトの操作に困ったら「サポートページ」をご活用ください！

KENTEM サポート
サポート

など

FAQ マニュアルお知らせ

ご注意

商標および著作権について

（1）本書の内容およびプログラムの一部、または全部を当社に無断で転載、複製することは禁止されております。
（2）本書およびプログラムに関して将来予告なしに変更することがあります。
（3）プログラムの機能向上、または本書の作成環境によって、本書の内容と実際の画面・操作が異なってしまう可能性

があります。この場合には、実際の画面・操作を優先させていただきます。
（4）本書の内容について万全を期して作成しましたが、万一ご不審な点・誤り・記載漏れなどお気付きの点がございま

したら、当社までご連絡ください。
（5）本書の印刷例および画面上の会社名・数値などは、実在のものとは一切関係ございません。

Microsoft、Windows、Excel、Word は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における商標または登録商標です。

Adobe、Acrobat は Adobe KK（アドビ株式会社）の商標です。

Apple、Apple ロゴ、iPad Pro は、米国その他の国で登録された Apple Inc. の商標です。App Store 、iCloud は Apple Inc. のサー

ビスマークです。

iOS は、Cisco の米国およびその他の国における商標または登録商標であり、ライセンスに基づき使用されています。

QR コードは、株式会社 デンソーウェーブの登録商標です。

Dropbox は、米国 Dropbox, Inc. の商標または登録商標です。

その他の社名および製品名は、それぞれの会社の商標または登録商標です。

株式会社  建設システム　〒417-0862　静岡県富士市石坂 312-1　　TEL 0570-200-787
2024 年 9 月 24 日 発行

快測 AR Ver.1.01.00このマニュアルは、 の画面で作成しています。
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